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1．はじめに
2014年11月25日付のイギリスの日刊紙iにチャールズ皇太子(Charles,PrinceofWales,1948-)
の手紙公刊差し止めをめぐる記事が掲載された。その中に皇太子のロビー活動について以下の記述
がなされている。
Theheirtothethronefamouslyholdshisviewsonissues廿omtheenvironmentandorganicfanning
toarchitectureandcomplementarymedicinewithanoutspokenpassionthatcontrastswithhismother's
constimtionalreticence.Afbnneraidesaidin2006thatthePrincesawhimselfasa"dissident"swimming
againstthepoliticaltideandhewaswidelyreportedtohavemadeclearhisconcernsatmeasuresincluding
theHumanRightsActandthebanonfbxhunting,')
将来、チャールズ3世となられる皇太子の、自分の意見をしっかり示したいという姿勢は、イギ
リスの戯曲作品に登場する、ある国王の姿を思い起こさせる。2014年に生誕450年を迎えたシェイ
クスピア(WilliamShakespeare,15641616)はその史劇の中でさまざまな国王を描いた。賢明な判
断力のなかったリア王、また王位篁奪者となったマクベス、リチャード3世など。王たちの人とし
ての弱さを、イギリス文学の巨匠はその作品で描いている。
1)iはﾉ"生pe"(た"紙を簡潔にまとめた日刊紙である。"Prince's@blackspider'memosfacesecrecytest
ﾜワ
2014年ll月25日p.5.
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しかしながら、ここで取り上げるのはシェイクスピアの登場人物ではない。アイルランド生まれ
の劇作家で、特にその調刺で知られた劇作家GB.ショー(GeorgeBernardShaw,1856-1950)のマグ
ナス王である。ときの内閣を相手に自分の言論を守るため、孤立無援の状況で、言いかえるならば、
いかにしたたかに閣僚たちを論破したかをテーマにした作品、肋e4〃/eCq"(1928年執筆、29年
上演）に登場する国王である。民主主義、言論の自由などの重いテーマをこの作品で、70歳を超え
たショーは軽やかに扱っている。このマグナス王について、1929年の世界恐慌前の社会状況と合わ
せて一考したい。
2．マグナス王の手腕
マグナス王はプロテウス首相と閣僚たちから、内閣の方針に反するような発言を国王がしないと
いう最後通告にサインすることを求められている。プロテウスは言う。
Ifwearetocarryonyourgovemmentwecannothaveyoumakingspeechesthatexpressyourown
opinionsandnotours.Wecannothaveyouimplyingthateverythingthatisofanyvalueinourlegislation
isyourdoingandnotours.Wecannothaveyoutellingpeoplethattheironlysafeguardagainstthepolitical
encroachmentsofbigbusinesswhilstwearedoingnothingbutbunglingandsquabblingisyourpowerof
veto.lthasgottostop,oncefbrall.2)
内閣の決定に異議があったとしても国王は腹の内におさめて口に出してはならない。また国家が
危い瀬戸際に立たされても注意勧告をだすのは、そのことに気づいた王の役目ではなく、内閣の仕
事であるからと重ねてマグナスは説得される。
プロテウスはマグナスに、憲法を順守する王よりさらにすすめた形の、黙っている王("Adumb
king.")、また秘密裡に新聞に対して工作をするようなことはやめるように("Theworkingofthe
Pressfifomthepalacebackstairsmustcease.''p.317)と勧告し、この内閣の方針に逆らうようなときは、
国王の道徳上のスキャンダルを公にして対抗すると脅しをかける。国王はサインをする決定を夕方
まで引き延ばし、内閣対国王の対決は一旦水入りとなる。
王妃とのお茶の時間の前に、マグナス王は愛人のオリンシアのもとを訪れる。彼女は自分こそが
王妃にふさわしいと、はっきり自分の意見を言う女性として描かれている。マグナスが彼女に惹か
2)Shawの作品からの引用はすべて次の版による。以後、引用末尾の()内にページ数を示す。
Laurence,DanH.(ed.)[1973],777eBoc"e)ﾉH"dBe""α〃SﾙawCb北αedPﾉMw"ﾙ/〃e"P'Wces,Vbl.V1,London
MaxReinhardtTheBodleyHead,pp.306-07.
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れている様子は国王の秘書たちの目にも明らかである。お茶の場面では、妻と夫（女性と男性）と
いう関係ではなく、王妃という立場の人とともにお茶を飲む国王マグナスが描かれる。その最中に
アメリカの大使が到着し重大ニュースをもたらすが、これについては後段で触れる。
夕方になって、ふたたび閣僚たちが国王のもとを訪れ、最後通牒にサインするよう、マグナスに
迫る。そのとき国王は、立憲君主制を守るために自らは退位し、皇太子に後を継がせることを宣言
する。もはやマグナスが、国王として自らの自由意思を振り回すこともないと閣僚たちは安堵の色
を示すが、マグナスの話はこれで終わりではない。ここからが将来の計画であると国王は告げる。
MAGNUS.Mylastactofroyalauthoritywillbetodivestmyselfofalltitlesanddignities;sothatlmay
stepdownatonceintothepositionofacommoner.…Thegameis,ofcourse,thatwhenl
comebackintopoliticsIshallbeinabetterpositionasacommonerthanasapeer.Ishallseek
aparliamentaryseat.
PROTEUS.YouintheHouseofCommons!
MAGNUS.[blandly]ItismyintentiontooffermyselftotheRoyalBoroughofWindsorasacandidateat
thefbrthcomingGeneralElection.(p.370)
国王の位を捨て、貴族としての肩書と特権を捨て平民になってまで、マグナスがあくまでも守ろ
うとしたものは、自由意思に基づく彼の言論である。総選挙にウィンザー区から立候補すれば、知
名度抜群、当選は間違いなく、そうなれば下院を舞台に公の場で徹底的にプロテウスたちと言論を
戦わせることも可能となる。またあわよくば、内閣の首班に指名されることも夢ではないのだ。プ
ロテウスは国王にサインの紙を渡すように言う。
PROTEUS.[risingandspeakingsIowly,withhisbrowsdeeplyknitted]HasYourMaiestygotthat
ultimammo、you？
MAGMJS.[producesit廿omhisbreastpocketandpresentsittohiml!
PROTEUS.[withmeasuredemphasis,afiertearingthepaperupintoiburpiecesattwodeliberatestrokes,
andthrowingthepiecesaway]Thereisnotgoingtobeanyabdication.Thereisnotgoingtobe
anygeneralelection.Thereisnotgoingtobeanyultimatum.Wegoonasbefbre.Thecrisisis
awashout.[TbtheKing,withdeadlyconcentration]Iwillneverfbrgiveyoufbrthis.(p.372)
この戯曲の題名、肋e/4〃/eQJ"は、ひとの計画、思惑をひっくり返すという英語の成句、to
upsetthe(one's)applecartからとられている。首相は自分で最後通牒を破り捨て、国王マグナスは
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孤立無援の中、厳しい状況を戦い抜いて閣僚たちの計画をひっくり返し、自らの言論と王位を守る
ことができたのである。
先に国王の愛人オリンシアについて触れたが、彼女はショーが『人と超人』(Mq〃α"dS"er〃α"、
1903）の中で描いた、生の力(Life-Force)を体現する人物であると言える。彼女は自分こそが王妃
にふさわしいとマグナスに公言して樟らない。国王も確かにオリンシアに惹かれていて、王宮の中
で彼らの親密ぶりは公然の秘密となっている。しかし、どれほどオリンシアが国王にせがんだとし
ても、彼女はマグナスにとっては気晴らし相手の存在でしかない。マグナスはオリンシアに言う。
DonotletusfallintothecommonmistakeofexpectingtobecomeoneHeshandonespirit.Everystarhas
itsownorbit;andbetweenitanditsnearestneighborthereisnotonlyapowerfillattractionbutaninfinite
distance.Whentheattractionbecomesstrongerthanthedistancethetwodonotembrace:theycrash
togetherinruin・Wetwoalsohaveourorbits,andmustkeepanin6nitedistancebetweenustoavoida
disastrouscollision・Keepingourdistanceisthewholesecretofgoodmanners;andwithoutgoodmanners
humansocietyisintolerableandimpossible.(pp.346-47)
王妃と愛人との間の一線を変更する考えはマグナスにはない。ここで言われる礼儀作法こそ、宮
廷におけるマナーであり、これ故にマグナスは王妃とその男友達との関係にも気づかぬふりをして
いる。
閣僚たちとの確執、また家庭内における王妃（妻）との関係など、ストレスに身をさらしている
マグナスには人間としての弱さもあるが、閣僚たちを論破する王としての毅然とした風貌を観客は
印象づけられる。
退位、国王の恋愛スキャンダルというと、シンプソン夫人(WallisSimpson,1896-1986)のこ
とが思い浮かべられるかもしれない。彼女との愛をつらぬくため平民となる覚悟で、イギリス国
王(EdwardVIII,1894-1972)とインド皇帝の座を捨てたウインザー公(ThePrinceEdward,Dukeof
Windsor)の一件はこの戯曲発表の数年後のことであり、この作品に対する直接的な影響関係はな
い。
3．民主主義とは
マグナス王は閣僚たちとの意見の応酬の中で、デモクラシー、また政治（まつりごと）の苦労に
ついて以下のように述べている。
Iam伽moresuMecttopublicopinionthanyou[Proteus],because,thankstothegeneralbeliefin
－330－
G.B.シヨーの澱eJ4"/eQJ〃をめぐって
democracy,youcanalwayspretendthatwhatyoudoisdonebythewillofthepeople,who,Godknows,
neverdreamtofit,andwouldnothaveunderstooditiftheyhad;whereas,fbrwhatakingdoes,he,andhe
alone,isheldresponsible.(p.319)
Howamltodefendmyself?Youaremany:Iopposeyousingle-handed….Theyarericherthanever,more
powerfillthanever,moreableandbettereducatedthanever・Butnotoneofthemwilltouchthisdrudgery
ofgovernment,thispublicworkthatneverendsbecausewecannot伽ishonejobwithoutcreatingten
廿eshones.Wegetnothanksfbritbecauseninety-ninehundredthsofitisunknowntothepeople,andthe
remaininghundredthisresentedbythemasaninvasionoftheirlibertyoranincreaseintheirtaxation.
(pp.323-24)
国のことを責任をもって憂いているのは国王としての自分であって、政治の苦労など一般庶民に
はわかりもしないという自己礼賛的なうぬぼれがマグナスにあることは否定できない。
この戯曲は1928年に執筆され、29年の6月に初演された。当時のイギリスは1924年に労働党に
よる内閣(JamesRamsayMacDonald首相）が初めてつくられたが、短期間に終わり、保守党が再
び政権についた(StanleyBaldwin第二次内閣)。その後1929年6月にマグドナルドが再び政権を取
り戻すという状況下にあった。この戯曲の中で、新しく大臣に指名されたボーアナジーズは労働階
級の選挙民について次のように述べている。
Italkdemocracytothesemenandwomen.Itellthemthattheyhavethevote,andthattheirsisthe
kingdomandthepowerandtheglory.Isaytothem"Youarethesupreme:exerciseyourpower."Theysay,
91
"That'sright:telluswhattodo'';andltellthem.Isay"Exerciseyourvoteintelligentlybyvotingfbrme.
Andtheydo.That'sdemocracy;andasplendidthingitistoofbrputtingtherightmenintherightplace.
(p.295)
デモクラシーといいながら、誰のための民主主義なのか？閣僚の一人、クラッサス（植民地担
当大臣）の親族会社との利害関係も暴かれ、政財界の癒着という問題も論戦の中で指摘される。
一方で閣僚の中には女性大臣（アマンダやライシストレイ夕）も含まれている。イギリスにおい
ては1918年と28年に選挙法が改正され、女性に選挙権が拡大する。ショーは国王の愛人である、オ
リンシアに二人の女性大臣たちのことを椰楡させているが、一方で女性が今後、もっと政界に進出
していくであろう姿を描いていたともいえる。
第一次世界大戦と第二次世界大戦の戦間期、パクス・ブリタニカからパクス．アメリカーナヘと
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次第にイギリス（スターリング圏）の覇権は衰退していく3)。作品の中で、駐英アメリカ大使がマ
グナス国王夫妻のお茶の時間に、謁見許可なく突如、訪問してくる場面がある。もちろん史実とは
異なるが、大使はアメリカがその独立宣言を取り消して、大英帝国に再加盟することを決定し、マ
グナスを皇帝にというニュースを持ってきたのである。マグナスは例の最後通牒へのサイン問題が
片づいていないこともあって、この件についてはこの段階では消極的な反応を示す。デモクラシー
の国、アメリカは立憲君主制にノスタルジー、憧れを抱いたのであろうか？
4．おわりに
作者のショーは、この戯曲につけた序文(1930)の中で民主主義について次のように述べている。
Everycitizencannotbearuleranymorethaneveryboycanbeanenginedriverorapirateking.Anation
ofprimeministersordictatorsisasabsurdasanannyoffieldmarshals.Governmentbythepeopleisnot
andnevercanbeareality:itisonlyacrybywhichdemagogueshumbugusintovotingfbrthem….(p､260)
Democracy,then,cannotbegovernmentbythepeople:itcanonlybegovernmentbyconsentofthe
govemed・Unfbrtunately,whendemocraticstatesmenproposetogovemusbyourownconsent,theyfind
thatwedont[sic]wanttobegovernedatall,andthatweregardratesandtaxesandrentsanddeathduties
asintolerableburdens.(p.263)
ショーはフェイビアン・ゾサイエテイ(theFabianSociety)のメンバーでもあり、労働党もこの
社会主義的な価値観を共有していた。第一次世界大戦は特にヨーロッパに深い失望感を与え、失わ
れた世代と呼ばれる文学者たちや、ダダイズム、シュールレアリズムなどが生まれた。70歳代に
なったショーが、民主主義、資本主義に対して、このままでよいのかという真蟄な疑問を投げかけ
ているのがこの作品と言えるのかもしれない。ショーの本音はもちろん真蟄であったと思われる
が、この戯曲の副題は、"APoliticalExtravaganza''である。調刺家であったショーがエンターテイン
メントとして、観客に演劇を楽しんでもらいながらも、片方の手で苦い薬を差し出しているのだ。
イギリスにおいて劇作品への検閲は1968年まで続く。確かに、当時のイギリスは言論を統一化す
るような独裁政権ではなかった。ショーはその自由な言論によって、改めてデモクラシーについて
鋭い問いを投げかけたのである。国王、マグナスは言う。
3)Cf秋田茂[2012],「イギリス帝国の歴史一アジアから考える』,中央公論新社.p.204
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Ihavetoruleovermorereligioussectsthanlcancount.Torulethemimpartiallylmustnotbelongtoany
ofthem;andtheyallregardpeoplewhodonotbelongtothemasatheists.(p.315)
Butlamtoooldfashioned.Thisisafarcethatyoungermenmustfinish.(p.374)
デモクラシーは与えられるもの、不変なものではないのかもしれない。それぞれの世代が真筆に
向き合っていかなければ失われてしまう脆さもあるのかもしれない。ショーが国王マグナスの最後
の言葉に込めたように、未来の世代に対してもこの問いは突き付けられている。
多様な価値観の時代において、いかに議論が白熱しようとも、自由な言論によってのみデモクラ
シーは鍛えられ続け存在し続けるのである。今後さらに、ショーの政治的な問題を扱った作品と合
わせて、考察を続けていきたい。
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